
面会ができないことで起こるトラブルに備えるには？

相談員のための

■「認知症がひどくなった」と激怒した家族
Ｍさん（88歳・女性）は特別養護老人ホームに入所している、認知症がある利用者です。昨年４月に新型

コロナ感染症対策のため面会が中止となり、楽しみにしていた息子さんとの面会ができなくなりました。昨年６月、第
一波が収束した後一度だけ施設の窓越しに面会することができましたが、以降は再び感染者が増加し面会ができな
くなりました。その後息子さんは、オンライン面会ができないかと尋ねましたが、「環境が整っていない」と断られてしま
いました。２０２１年１月に再び面会が再開となり、施設を訪れた息子さんはＭさんに面会して驚きました。以前は息子
さんの顔を見ると嬉しそうに笑顔を向けてくれていたＭさんが全く無反応だったのです。息子さんは「認知症がひどく
なっている。私のことも分からない。職員が、まめに話しかけてくれなかったからではないか」と激怒しました。
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事例から学ぶ

長期間面会中止が続いた後の家族トラブル
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■予想されるトラブルとは？
長期間家族との面会が中止された後に、面会が再開されれば、様々なトラブル

が予想されます。まず、長期間家族の目に触れなかったことで、徐々に起こる通常
の変化が家族にとっては非常に大きな変化に映ります。また、実際に感染症対策
によって利用者の生活は変化しましたから、その影響による従来には無い変化も
家族には理解できないかもしれません。

■利用者の様子をどのように家族に知らせたら良いか？
上記の面会再開時のトラブルの事例は、長期間一度も面会ができていなかった家族とのトラブルで
す。１年間、両親や親族との面会ができないことは家族側にとっては大きなストレスであり、面会再開
時に不満となって一気に表れたのかもしれません。
ある法人で面会中止期間中一度も面会できていない家族数を調べたことろ次の通りでした。
A特養：12名（100床）、B特養43名（100床）、C老健4名（100床）、D特養7名（29床）、Eグループホーム：3
名（18名）

オンライン面会や窓越し面会などを行って、家族に利用者の様子を伝えている施設であっても、新型
コロナ感染症対策期間中、一度も面会をしていない家族がいます。面会再開前に、長期間面会ができ
ていない家族をリストアップして、再開前に準備をしておかなければなりません。では、長期間家族と面
会ができないことで、どのようなトラブルが想定されるのでしょうか？実際に起きた面会再開時のトラブ
ルを参考に、対策を考えてみましょう。

■面会再開時に起きた家族トラブル
「痩せたようだ、体重が減ってるだろう、ちゃんと食べさせているのか？」
「腕に傷のようなものがある、ケガしたのか！虐待されたんじゃないのか？」
「認知症が進んで息子の私が分からなくなってしまった、ちゃんと話しかけてるのか？」
「目ヤニが付いていた、身だしなみがだらしない、ちゃんと毎日起こしているのか？」

この法人では、面会中止期間中も全ての施設でオンライン面会を家族に提案しましたが、接続機器
などの関係で利用できない家族も居たのです。各施設では毎月請求書に写真付きのお手紙を同封し
て、家族に様子を知らせる取組をしていますが、それだけで十分に伝わる訳ではありません。
ワクチンの接種が始まっても、すぐに通常の面会再開になるとはいかず、この法人では面会再開に
向けて利用者の様子をお伝えする取組を進めています。
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